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地熱地域への排ガス直接注入によるCO2地中固定化－ 2006年雄勝実験－

CO2 sequestration into geothermal field by direct injection of flue gas - Ogachi experi-
ment in 2006 -
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CO2の地中貯留法として，帯水層への貯留は世界的にも研究されているが，この方法では，CO2を分離・回収するた
めのコストが大きい．そこで，我々は CO2を分離・回収せず，排ガスを直接的に地中に注入し，CO2を貯留・固定化す
る方法として，地熱を利用したシステム（ジオリアクター）について検討を行なっている．地下では高温ほどCO2と岩
石の反応が速く，また炭酸塩としての固定化も促進されるためである．本発表では，2006年に，秋田県湯沢市の電力中
央研究所が所有する雄勝実験場において実施した実験結果を中心に報告する．

2006年 10月，雄勝実験場の 1000m級の 2本の坑井を用い，注入井に 360L/minで注水を行なった．生産井からの熱
水の回収が安定した時点で，排ガス注入条件と同様の条件である 0.2w%の CO2溶解水を約 15ton注入し，後押しのため
の注水を行なった．この実験では，トレーサテスト等の地化学モニタリング，生産井の坑口に設けた反応容器を利用した
方解石成長試験・岩片反応試験，TOUGH2を用いたシミュレーション等を実施した．これらの概要および 2007年の実
験計画を報告する．
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